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～7 / 29 ロフォーテンへのフェリー乗り場へ～ 
 

 ボーデの街に入って不思

議なことが一つあった。とこ

どどころにこんな標識があ

る。｢乗用車 26 クローネ｣と

書いてあるので、有料道路な

のだろう。26 ノルウェークロ

ーネといえば、約 350 円であ

る。しかし料金所はどこにも

ない。「auto PASS」と書いて

あり、カメラ監視のような記号もある。どうやら日本

の ETC のように、自動的に料金を収受する仕組みら

しいが、私が乗っていたのはフィンランドのレンタカ

ーなので、そんな装置はついていない。見れば、スウ

ェーデンナンバーの車も、中にはイタリアナンバーの

車も、スイスイ通り過ぎてゆく。ま、いいのだろう。 
いろいろ調べると、どうやら通過時にナンバーを撮

影し、あとからレンタカー会社から請求が来るらしい。

初めての旅行者にはわかりづらいシステムだ。 

 
 ボーデの街は思ったよりも大きくなかった。やがて

港の近くのボーデ中央駅の前に出た。ここはノルウェ

ー鉄道の終着駅で、建物の向こう側に線路とホームが

縦に並んでいる。オスロからは遠すぎて、直通列車は

ない。トロンハイム乗り換えで、フィヨルドをぬうよ

うに走り、実に 18 時間ぐらいかかる。しかし、一度

は乗ってみたい鉄道である。 

 
 ナビの画面は、ボーデの港から海に延びている。今

回の旅行唯一の海路（フェリー）である。このフェリ

ーの存在が、今回の旅行経路を決める鍵になった。 

 
 ロフォーテン諸島は、現在主な島が橋や海底トンネ

ルで結ばれ、どの島にも陸路で行けるようになった。

しかし、ボーデからロフォーテンの先端まで陸路で行

こうとすると、ナルビク経由で 666km、休まずに運転

しても 10時間以上かかる。実際は 12時間以上かかり、

１泊の旅程になるだろう。更に、この遠回りの区間に

も、一か所短いフェリーがあり、その待ち時間もある。 
 しかし、直接フェリーに乗ると、3 時間半で着く。

フェリーに乗れば、ボーデの街を海から眺められるし、

だんだん近づくロフォーテン諸島の姿も見られる。島

なのだから、やっぱり船で行きたいと思った。 
 旅先、しかも海外で車を船に載せるのだ。旅行前に

フェリーのことをよく調べて情報を集めておいた。大

切なのは、時刻表、運賃、最近の運行状況、予約が可

能かどうか、などである。幸い、フェリー会社のホー

ムページに英語の選択があり、詳しくわかった。 



 

 運行時刻は、季節（期間）や曜日によって異なる。

7 月 29 日は土曜日なので、Lørdag の時刻表を見る。

3:15 発の深夜便（といっても、完全に夜は明けている）

から 18:45 発まで、おおむね３時間に１本の運行だ。

11:00 発が一番俊足な船で、旅程も組みやすい。 

 

 予約もフェリー会社のホームページからできた。意

外と簡単で、日程、時刻、車の種類（車長）、乗車人

員などを選んでゆくと、予約可能かどうか、それに運

賃が表示される。確認後「予約」をクリックすると、

カード決済画面に移る。支払いが済むと、メールで予

約券が送られてくるので、これを印刷するか、スマホ

に保存しておけばすべてＯＫだ。 
 ホームページは英語対応なのだが、予約券はノルウ

ェー語だけなので、ちょっと読みづらい。「出港 40 分

前までに来るように」と書いてある。バーコードがあ

るので、乗り場の窓口で乗船手続きができるのだろう。 
 フェリー乗り場は、ボーデ駅のすぐ裏にある。フェ

リーには車なし（人だけ）でも乗れるので、ここなら

鉄道で来た人もロフォーテンに渡ることができる。 

 
 乗り場の手前には、「予約」と「当日」のレーンが

分かれていて、私は予約のレーンに並んだ。一番乗り

だった。この航路は国道フェリーなので、公共性が高

い。予約は、載せられる車の 40％しかとらず、残りの

60％は予約なしで載せられる。しかしトラックも多く、

特に夏の 11 時発は人気が高く、満車になることもあ

るので、早めに予約しておいたほうが良い。 

 
 さっそく予約券を持って、窓口に行ってみたが、窓

口は開いておらず、手続きをする気配もない。このタ

ーミナルでは簡単な食事もでき、トイレも使える。 

 
 窓口に乗船40分前になると、係の人が車を回って、

手続きをしに来る。乗船券を見せて、名簿に名前を書

けば完了で、実に簡単だ。 


